
平
成
二
十
六
年
度

秋
季
大
祭
ご
案
内

酷
暑
も
よ
う
や
く
衰
え
秋
の
気
配
を
感
じ
秋
祭
り
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
益
々
御
清
栄
の
段
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
ご
協
力
頂
き
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
秋
祭
り
の
諸
行
事
を
左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
謹
ん
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

十
月
二
十
五
日

（土
）

小
田

　

弘
住

神

社

午
後
二
時

午
後
三
時
三
十
分

午
後
六
時
二
十
分

午
後
五
時
三
十
分

午
後
六
時
三
十
分

午
後
六
時
三
十
分

二
、　
　
十
月
二
十
六
日

（
日
）

矢
町
　
　
月
野
瀬
神
社
　
午
前
九
時
　
　
　
　
　
秋
季
大
祭
執
行

大
祭
す
み
し
だ
い
神
輿
も
み

矢
日
　
　
新

宮

神

社
　
午
前
十
時
三
十
分
　
　
秋
季
大
祭
執
行

小
田
　
　
弘

住

神

社
　
午
後

一
時
　
　
　
　
秋
季
大
祭
執
行

一
、
奉
納
行
事
　
町
内
子
供
会
で
榊
み
こ
し
を
奉
祝
、
特
に
本
年
厄
年
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
厄
落
し
の
意
義
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

参
加
下
さ
い
。
各
神
社

へ
は
左
記
の
時
刻
に
集
合
奉
納
。

矢
日
　
月
野
瀬
神
社
　
午
後
十
二
時

・
午
後
三
時
餅
ま
き

矢
日
　
新

官

神

社
　
午
後
三
時
　
・
奉
祝
後
餅
ま
き

小
田

弘

住

神

社

午
後
二
時

御
近
所
の
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
御
詣
下
さ
る
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
広
島
市
の
土
砂
災
害
を
考
慮
し
、
秋
祭
り
の
煙
火
打
上
げ
は
自
粛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

矢
日

　

新

宮

神

社

矢
日
　
　
月
野
瀬
神
社

氏
子
各
位

七
五
三
祭
り
の
ご
案
内

小
田
弘
住
神
社
に
お
い
て
七
五
三
祭
り
を
本
年
は
左
記
に
よ
り
執
行
し
ま
す
の
で
、
ご
両
親
の
や
さ
し
い
心
づ
か
い
と
共
に

幼
き
日
の
思
い
出
と
し
て
該
当
の
御
子
様
は
多
数
御
参
拝
下
さ
い
。
お
み
や
げ
用
の
千
歳
飴
を
用
意
致
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
　
十

一
月
十
五
日

（土
）
。
十
六
日

（日
）

両
日
と
も
午
前
十
時
よ
り
　
午
後
三
時
ま
で

小
田
鎮
座

弘
住
神
社

前
夜
祭
執
行

御
湯
立

奉
納
余
興
神
楽

前
夜
祭
執
行

奉
納
余
興
神
楽

前
夜
祭
執
行

小
田
矢

口

川
北
神
楽
団

上
矢
目
郷
土
芸
能
保
存
会

弘

住

神

社

新

官

神

社

月
野
瀬
神
社

氏
子
総
代

一
同

tkaze
ハイライト表示

tkaze
ハイライト表示

tkaze
ハイライト表示


